
令和２年度第４回海老名市市民活動推進委員会 次第 

              日時 令和２年２月 20 日（木）10 時 00 分～ 

              場所 海老名市役所 7 階 702 会議室 

１ 開  会  

   ２ 市長挨拶 

   ３ 委員長挨拶 

   ４ 諮  問  

５ 議  題  

(１)令和元年度補助金交付事業視察の報告・・・・・・・・・・資料１ 

(２)令和２年度補助金審査申込の書類審査（８団体の書類審査）資料２ 

(３)その他 

   ※資料 

   ・審査関係書類一式（事前配布_青色ファイル） 

   ・書類審査票（当日配布） 

   ・資格審査票（当日配布） 

６ 閉  会  

◆次回の市民活動推進委員会 

 日時 令和２年３月７日（土） ９時 30 分～  

 場所 えびな市民活動センタービナレッジ 301 会議室 

 内容 二次審査（プレゼン審査） 

◆答申 

 日時 令和２年３月 16 日（月） 10 時 30 分～  

 場所 市長応接室  





令和元年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書  

１ 日時 

 令和元年９月 29 日（日）11 時 00 から 11 時 30 分まで 

２ 視察団体 

 河骨保護の会 

 補助金交付金額  57,000 円（発展区分） 

３ 視察事業 

  絶滅危惧の水生植物コウホネの保護・育成 

４ 視察場所 

  三日月地西側 貫抜川 

５ 参加者 

 市民活動推進委員４名 堀尾委員長、瀬戸委員、勝田委員、大島委員 

   事務局１名  井上 

６ 結果 

  平成 23 年度及び令和元年度に市民活動推進補助金を活用した団体で  

 ある。 

  当日は会員７名、ボランティア１名が参加し、絶滅危惧種のコウホネ 

 を保護・育成するために、河川の清掃活動を実施した（ゴミが堆積する 

 ため、川底の石を除去する作業）。 

  交付した補助金で、コウホネ育成を周知するための看板や胴長靴購入 
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 し、当日も当該品を用いて活動を行っていた。 

  せせらぎ公園のコウホネは鯉により全滅しており、当該場所に自生し 

 ているコウホネも鴨による捕食や乱獲があり、定期的に作業を行うこと、 

 看板等を立てることで保護活動を行っている。また、今年度は台風の影 

 響で、自生したコウホネが倒れたため、こうした事象をどう対処してい 

 くのかという点が課題としてある。 

  高齢化による会員減少に対応するため、今後は付近で活動する神成ク 

 ラブへの呼びかけも実施していくとのことであった。 

  事業内容としては公益性が高いため、補助金交付事業に相応しいもの 

 と考える。 



令和元年度海老名市市民活動推進補助金 

交付団体事業視察 報告書  

１ 日時 

 令和元年 11 月６日（水）10 時 45 から 11 時 30 分まで 

２ 視察団体 

 ほっとフェスタ実行委員会 

 補助金交付金額  300,000 円（発展区分） 

３ 視察事業 

  ほっとフェスタ 2019 

４ 視察場所 

  ウィングス海老名 

５ 参加者 

 市民活動推進委員３名  堀尾委員長、勝田委員、大島委員 

   事務局１名  井上 

６ 結果 

  令和元年度に初めて市民活動推進補助金を活用した団体である。 

  当日は 26 の事業所等が出店し、法律相談会や美容体験、暮らしの相談  

 コーナー等を設けて、海老名市の魅力等を発信していた。 

  11 時からは、海老名市内にある武井いちご園による海老名のいちごや 

 いちごの歴史等の講演会を実施した。 

  今年度は補助金の交付をスタッフの人数増及びポスター・チラシ印刷 



 に充て、事業の周知・運営を強化した。 

  事業内容としては公益性が高いため、補助金交付事業に相応しいもの 

 と考える。 



1

令和２年度海老名市市民活動推進補助金制度 

書類審査実施要領 

１ 書類審査の内容 

 (１) ８項目の基準の審査 

 (２) ２次（プレゼンテーション）審査へ進む団体の決定 

２ 書類審査の流れ 

(１) 書類審査は、審査申込のあった８団体を対象に行う。 

(２) 提出された申込書類について、団体ごとに出席推進委員は審議を行う。 

 ※必要に応じて、事務局は申込事業内容について補足説明をする。 

(３) 審議の時間は、１団体につき概ね 15 分～20 分程度とする。 

(４) 出席推進委員は、各団体の審議終了後、審査票に得点を記入する。  

(５) 全団体の審議終了後、集計を行い、書類審査通過団体を決定する。 

３ 書類審査票の記入方法 

 団体ごとの審議後、数分程度の記入時間を設ける。 

 審査基準を参考に評価し、各５点満点で採点を行い「点数」欄に記入する。 

※整数で採点を行う（小数点は不可とする）。 

４ 審査のまとめ 

各委員が各団体につけた得点の平均値を算出し、合否を決める。24点を合

否の基準とし、24点以上は合格(書類審査通過)、24点未満は補助の対象外と

する。 
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５ 書類審査の基準 

審査基準 審査の視点（説明） 

公益性 多くの市民が事業の効果を受けられる事業か？ 

自立性 
資金について、補助金だけでなく、団体の運営費を持っている

か？ 

計画性 
事業の計画に無理がなく、実現可能であるか？ 

事業の予算に無理がなく、積算も適正であるか？ 

発展性 この補助金をきっかけに、事業や団体が発展できるか？ 

地域性 
市民や地域のニーズを的確にとらえた、社会的に必要性のある

事業であるか？ 

先駆性・ 

独創性 

新しい取り組みで、行政が実施する場合と違う手段や効果が期

待できるか？ 

団体能力 
事業を実施する上で、必要な能力（知識、人材など）を備えて

いるか？ 

 [点数の判断] 

 ５点・・・良い 

 ４点・・・どちらかというと良い 

 ３点・・・普通 

 ２点・・・どちらかというと悪い 

 １点・・・悪い 



令和２年度海老名市市民活動推進補助金書類審査票（提出用）
1 2 3 4 5 6 7 8

みんご倶楽部
がんサロンPetit Salon＆
Community Mili

Mana

自主夜間中学
「えびなえんぴつの会」

えびなアレルギーサークル
デイジー からだ工務店 ちーず 海老名で「第九」を

歌おう会
特定非営利法人
grand-mere

ほっとフェスタ
実行委員会

公益性 多くの市民が事業の効果を受けられる事
業か 

自立性 資金について、補助金だけでなく、団体の
運営費を持っているか 

事業の計画に無理がなく、実現可能であ
るか 

事業の予算に無理がなく、積算も適性で
あるか 

発展性 この補助金をきっかけに、事業や団体が発
展できるか 

地域性 市民や地域のニーズを的確にとらえた、社
会的に必要性のある事業であるか 

先駆性・
独創性

新しい取り組みで、行政が実施する場合
とは違う手段や効果が期待できるか 

団体能力 事業を実施する上で、必要な能力（知
識、人材など）を備えているか 

チェック項目

計画性

合計点（４０点満点）

委員氏名

評価 優れている やや

優れている

普通 あまり

評価できない

評価できない

点数 ５点 ４点 ３点 ２点 １点





1 2 3 4 5 6 7 8

みんご倶楽部
がんサロンPetit Salon
＆Community Mili

Mana

自主夜間中学
「えびなえんぴつの会」

えびなアレルギーサークル
デイジー からだ工務店 ちーず 海老名で「第九」を

歌おう会
特定非営利法人
grand-mere

ほっとフェスタ
実行委員会

申請区分 入門 入門 充実 充実 充実 発展 発展 発展

1 ３人以上で構成する団体であるか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 団体の規約や役員名簿があるか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 海老名市の他の補助制度の対象となって
いないか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 市が実施している事業（委託を含む）に
同様のものがないか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 今年度内に実施する事業であるか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度海老名市市民活動推進補助金資格審査票

チェック項目




